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●

社
団
法
人
富
山
県
芸
術
文
化
協
会
の
第

4
5
I
q
理
事
会
は
､
1
 
2
月
1
 
4
口
㈹
'
富
山
E
J
t

民
会
館
3
0
4
号
室
に
お
い
て
新
川
稔
県

生
活
環
境
文
化
部
長
､
朝
倉
隆
文
文
化
振

興
課
良
を
来
賓
に
迎
え
､
叩
事
､
参
事
､

監
事
､
事
務
局
幹
事
な
ど
約
1
0
0
名
が

出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

役
員
の
異
動
案
'
平
成
2
3
年
度
事
業
計

画
案
と
予
算
案
の
骨
子
に
続
い
て
平
成
2
2

年
度
事
業
経
過
服
告
と
収
支
予
算
補
正
案

が
審
議
さ
れ
､
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
｡

ま
た
､
小
泉
会
長
よ
り
'
昨
年
3
月
4

口
に
開
催
し
た
　
｢
第
4
0
回
理
事
会
｣
　
で
､

新
公
益
法
人
法
に
基
づ
-
､
当
協
会
の
｢
一

般
社
団
法
人
｣
　
へ
の
移
行
が
承
認
さ
れ
た

こ
と
を
踏
ま
え
て
､
平
成
2
4
年
5
月
開
催

の
理
事
会
･
総
会
で
､
一
般
社
団
法
人
へ

の
移
行
申
請
を
す
る
た
め
の
新
定
款
や
新

役
員
案
な
ど
を
審
議
い
た
だ
く
旨
が
提
案

さ
れ
た
後
､
事
務
局
か
ら
基
本
財
産
の
平

成
2
3
年
度
事
業
へ
の
組
み
入
れ
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
､
承
認
さ
れ
ま
し
た
｡

平
成
2
3
年
度
の
事
業
と
し
て
､
次
の
案

件
が
審
議
､
承
認
さ
れ
ま
し
た
｡

平
成
2
3
年
度
は
､
第
1
7
回
富
山
県
い
け

ば
な
公
募
展
(
7
月
下
旬
一
､
第
6
0
回
富
山

県
芸
術
祭
(
6
月
～
2
月
)
､
第
3
6
回
富
山

E
J
f
青
少
年
美
術
展
(
9
月
中
旬
)
'
第
3
4
回

富
山
根
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(
日
月

初
旬
)
､
芸
術
文
化
指
導
者
紹
へ
い
事
業
､

芸
術
鑑
賞
(
1
 
2
月
中
旬
)
を
そ
れ
ぞ
れ
例
年

通
り
実
施
｡
ま
た
､
日
月
中
旬
に
は
､
第

6
0
回
富
山
県
美
術
連
合
会
展
に
併
せ
て
､

美
術
セ
ミ
ナ
ー
(
仮
称
一
を
行
い
ま
す
｡

県
内
文
化
同
体
海
外
公
演
事
業
で
は
､

こ
ど
も
バ
レ
エ
遼
寧
省
派
遣
事
業
(
8
月
)

百
中
友
好
交
流
事
業
)
　
を
予
定
し
て
い

ま
す
oま

た
､
芸
文
協
と
友
好
提
携
し
て
い
る

ハ
ン
ガ
リ
ー
､
中
国
､
韓
国
の
各
文
化
団
体

と
合
同
で
開
催
し
､
今
回
で
第
1
 
0
回
R
を

迎
え
る
国
際
友
好
美
術
交
流
展
は
､
今
年
､

中
国
･
遼
寧
省
で
行
わ
れ
､
美
術
展
に
先

L
止
っ
て
開
催
さ
れ
る
｢
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
｣

に
も
美
術
家
を
派
遣
す
る
予
定
で
す
｡

こ
の
他
､
韓
国
･
江
原
道
へ
派
遣
す
る

日
韓
友
好
交
流
事
業
や
､
ハ
ン
ガ
リ
ー
･

バ
ラ
ト
ン
美
術
キ
ャ
ン
プ
'
ハ
ン
ガ
リ
ー
･

ハ
イ
ド
ゥ
-
ビ
ハ
-
ル
堪
コ
-
シ
ュ
･
カ

ロ
イ
美
術
工
芸
学
校
へ
の
派
遣
事
業
を
予

定
し
て
い
ま
す
｡

受
託
事
業
と
し
て
､
E
J
f
民
芸
術
文
化
祭

2
0
1
1
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(
9
月
)
､

県
民
ふ
れ
あ
い
公
演
､
中
央
通
ア
ー
ト
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
及
び
は
く
ぎ
ん
ア
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー
も
例
年
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
｡

ま
た
'
共
催
事
業
と
し
て
二
.
i
6
6
回
富

山
県
美
術
展
(
6
月
)
､
美
の
祭
典
　
越
中

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
1
(
日
月
)
が
行

わ
れ
ま
す
｡
里
止
文
化
ホ
ー
ル
や
新
利
賀

山
房
で
行
わ
れ
る
｢
と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
｣

は
､
9
月
'
1
 
0
月
､
来
年
2
月
に
開
催
｡

今
年
は
､
平
成
2
4
年
7
月
下
旬
か
ら
8

月
初
旬
に
開
催
予
定
の
｢
と
や
ま
世
琴
｣

ど
も
舞
台
芸
術
祭
2
0
1
2
｣
の
開
催
準

備
事
業
と
し
て
､
県
内
の
市
町
村
で
プ
レ

公
演
を
行
う
予
定
で
す
｡



ピアノ:金森敏子さん　　　　　加藤興志子さん

坂本和彦さん指揮によりアンコール曲を出演者全員で熱唱
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と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
2
0
1
0

小
淳
異
琴
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
1
･
オ
ペ
ラ
ガ
ラ
コ
ン
サ

卜

1
月
1
 
6
日
㈲
'
富
山
県
教
育
文
化
会

館
に
て
､
と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
2
0
1

0
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
･
オ
ペ
ラ
ガ
ラ
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
｡

富
山
県
オ
ペ
ラ
協
会
が
昨
年
4
月
に

発
足
後
､
初
め
て
企
画
･
構
成
演
出
し

た
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト
で
､
安
念

千
重
子
音
楽
総
監
督
の
も
と
､
富
山
県

出
身
で
県
内
外
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る

声
楽
家
1
 
5
名
が
一
堂
に
会
し
､
質
の
高

い
舞
台
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
｡

第
1
部
は
､
金
森
敏
子
さ
ん
の
ピ
ア

ノ
に
あ
わ
せ
て
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
　
『
セ
ヴ

イ
リ
ヤ
の
理
髪
師
』
　
や
プ
ッ
チ
ー
ニ
の

『
蝶
々
夫
人
』
な
ど
よ
り
劇
中
歌
6
曲

の
独
唱
を
披
露
｡

第
2
部
で
は
､
坂
本
和
彦
さ
ん
の
指

揮
の
も
と
'
と
や
ま
レ
デ
ィ
ー
ス
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
O
A
s
I
S
の
演
奏
に
の
せ
て
､

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
よ
り
『
ド
ン
･

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
』
､
『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』

な
ど
か
ら
計
7
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
｡

数
々
の
オ
ペ
ラ
の
名
曲
が
情
熱
的
か

つ
卓
越
し
た
歌
声
で
披
露
さ
れ
､
会
場

を
埋
め
尽
く
し
た
観
客
は
酔
い
し
れ
ま

し
た
｡ア

ン
コ
ー
ル
曲
で
は
､
出
演
者
全
員

が
ス
テ
ー
ジ
に
揃
い
､
『
椿
姫
』
　
よ
り

｢
乾
杯
の
歌
｣
を
歌
い
と
げ
､
華
や
か

な
ス
テ
ー
ジ
を
彩
り
ま
し
た
｡

ま
た
､
と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
2
0
1
1

で
は
､
今
年
1
 
0
月
9
日
伽
に
安
念
千
童

子
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』

を
富
山
県
民
会
館
で
開
催
予
定
で
す
｡

平
成
2
 
2
年
度

芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業

(
吹
奏
楽
･
洋
舞
)

1
 
2
月
か
ら
1
月
に
か
け
て
　
｢
芸
術
文

化
指
導
者
招
へ
い
事
業
｣
を
実
施
し
ま

し
た
｡吹

奏
楽
部
門
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ヲ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
=
加
納
佑
成
)
は
､
1

月
4
日
出
･
5
日
価
に
は
糸
井
裕
美
子

先
生
を
､
1
 
2
月
〓
日
出
･
1
 
2
日
冊
に

は
岩
黒
綾
乃
先
生
を
お
招
き
し
､
富
山

市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
と
富
山
県
高

岡
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
｡
そ

れ
ぞ
れ
､
県
内
の
小
学
生
･
中
学
生
･
高

校
生
や
大
学
吹
奏
楽
部
員
及
び
一
般
の

吹
奏
楽
団
員
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
｡

糸
井
先
生
に
は
､
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の

基
本
演
奏
や
練
習
法
を
教
え
て
頂
き
ま

し
た
｡
糸
井
先
生
の
熱
い
指
導
の
も
と
､

受
講
者
た
ち
は
､
音
階
な
ど
の
基
本
的

な
奏
法
を
学
び
ま
し
た
｡

岩
黒
先
生
の
レ
ッ
ス
ン
で
は
､
ユ
ー

フ
ォ
ニ
ア
ム
の
基
本
演
奏
､
練
習
法
を

中
心
に
わ
か
り
や
す
-
丁
寧
に
指
導
し

て
頂
き
ま
し
た
｡
受
講
し
た
生
徒
ら
は
､

岩
黒
先
生
の
指
導
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
､

練
習
に
励
み
ま
し
た
｡
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審査員による作品解説

(洋舞部門)イヴァンカ･クビノオヴアー先生
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美
の
祭
典

平
成
2
2
年
度
の
｢
美
の
祭
典
　
越
中

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
0
｣
　
は
､
日

月
2
0
目
出
か
ら
糾
H
㈹
ま
で
､
富
山

県
民
会
館
の
美
術
館
と
展
示
室
､
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
各
展
示
場
を
会
場
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
｡

今
年
で
5
回
目
を
迎
え
た
同
美
術
展

は
､
ジ
ャ
ン
ル
の
枠
を
取
り
払
っ
た
平

面
と
立
体
の
2
部
門
制
に
加
え
､
新
た

に
　
｢
既
発
表
｣
作
品
も
出
品
可
能
に
な

り
ま
し
た
｡

同
展
に
は
､
生
き
生
き
と
し
た
力
作

6
6
3
占
が
寄
せ
ら
れ
､
立
体
部
門
は
､

昨
年
を
9
点
上
回
る
過
去
最
多
の
1
0

越
中
ア
-
ト
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
0

3
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
｡
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
の
審
査
員
に
よ
る
厳
正
な
審

査
の
結
果
5
3
0
点
が
入
選
し
､
平
面

部
門
で
は
､
｢
山
羊
｣
　
(
竹
原
美
也
子
氏
)

が
､
立
体
部
門
で
は
､
｢
夕
緋
燦
々
｣

(
旭
岡
善
暁
氏
)
　
が
大
賞
を
受
賞
し
､

県
知
事
賞
と
北
日
本
新
聞
社
島
貫
な
ど

が
贈
ら
れ
ま
し
た
｡

ま
た
､
表
彰
式
後
に
は
､
｢
飛
躍
の

舞
台
～
ア
ー
ト
新
世
代
上
　
と
題
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
､
同
展
の
果

た
す
役
割
や
来
年
以
降
の
熱
気
に
繋
げ

て
い
く
今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
｡
パ
ネ
リ
ス
ト
と
受

㍉
㍗
∴

賞
者
ら
の
意
見
交
換
も
行
わ
れ
､
意
義

深
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
｡

期
間
中
は
､
入
賞
･
入
選
作
ロ
Ⅷ
の
展

示
や
審
査
員
等
に
よ
る
作
品
の
解
説
･

講
評
に
加
え
､
学
生
に
よ
る
ア
ー
ト
マ

ー
ケ
ッ
ト
や
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
絵

画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

絵
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
､
県
下
の

幼
稚
園
､
保
育
園
の
年
長
児
約
1
2
0

名
が
　
｢
ア
ー
ト
で
つ
な
ご
う
　
み
ん
な

な
か
よ
し
=
｣
を
テ
ー
マ
に
､
手
を
つ

な
い
だ
等
身
大
の
自
画
像
を
共
同
制
作

し
､
展
示
し
ま
し
た
｡

会
期
終
了
後
､
主
な
受
賞
作
品
は
､

砺
波
市
､
魚
津
市
､
高
岡
市
､
朝
日
町

各
地
の
巡
回
展
で
平
成
2
2
年
1
 
2
月
下

旬
ま
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
｡

2
0
日
か
ら
糾
目
ま
で
の
本
展
に
は
9
､

4
5
2
人
が
来
場
し
､
巡
回
展
を
含
め

計
1
2
､
1
3
1
人
の
入
場
者
を
数
え

ま
し
た
｡

●

洋
舞
部
門
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ヲ
ロ

デ
ュ
ー
サ
-
=
松
下
美
規
)
を
'
1
 
2
月

1
 
8
日
出
か
ら
引
日
班
の
4
口
間
'
チ
ェ

コ
･
プ
ラ
ハ
芸
術
大
学
舞
踊
学
科
長
の

イ
ヴ
ァ
ン
カ
･
ク
ビ
ツ
ォ
ヴ
ア
-
教
授

を
お
招
き
し
て
､
富
山
市
民
芸
術
創
造

セ
ン
タ
ー
､
可
西
舞
踊
研
究
所
富
山
ス

タ
ジ
オ
'
氷
見
市
立
南
都
中
学
校
で
行

い
ま
し
た
｡
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
の
基
礎
レ
ッ

ス
ン
を
通
し
身
体
表
現
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
学
び
､
作
品
を
通
し
て
振
付
や
創
作

に
つ
い
て
探
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
､
小
学

生
か
ら
舞
踊
指
導
者
ま
で
が
参
加
｡
身

体
と
心
で
高
い
レ
ベ
ル
の
モ
ダ
ン
ダ
ン

ス
を
体
験
す
る
貫
重
な
機
会
と
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
｡

ま
た
､
1
月
5
日
㈹
か
ら
8
日
出
に

は
､
チ
ェ
コ
か
ら
ダ
ヴ
イ
ッ
ド
･
ボ
ス

ピ
シ
イ
-
ル
先
生
(
プ
ラ
ハ
国
立
劇
場

ア
シ
ス
タ
ン
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
)
､
ロ

ベ
ル
ク
･
ボ
ス
ピ
シ
ィ
ロ
ヴ
ア
-
先
生

(
プ
ラ
ハ
･
ダ
ン
ス
･
コ
ン
セ
ル
ヴ
ア

ト
ワ
ー
ル
舞
踊
教
師
･
振
付
補
一
を
お

招
き
L
t
年
代
･
レ
ベ
ル
別
の
計
1
 
2
回

の
ク
ラ
ス
で
､
熱
の
こ
も
っ
た
レ
ッ
ス

ン
を
展
開
し
ま
し
た
｡
参
加
者
た
ち
は
､

バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
の
身
体
を
つ

く
る
基
礎
訓
練
や
バ
レ
エ
に
お
け
る
体

の
部
位
の
基
本
的
な
動
か
し
方
な
ど
､

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
基
礎
を
学
び
ま

し
た
｡



11月25日　高岡市立二塚小学校

11月26日　冨山市立東部小学校

ス

く4)

平
成
2
 
2
年
度
県
民
ふ
れ
あ
い
公
演

も
よ
お
し
の
記
録
と
案
内

日
月
2
5
口
㈹
､
2
6
日
助
に
｢
平
成
2
2

年
度
県
民
ふ
れ
あ
い
公
演
｣
　
の
う
ち
2

公
演
を
開
催
し
ま
し
た
｡

日
月
2
5
日
㈹
は
､
高
岡
市
｣
些
一
塚

小
学
校
に
お
い
て
邦
楽
と
洋
楽
の
公
演

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
第
1
部
は
､
水

谷
佳
代
社
中
に
よ
る
　
｢
日
本
の
四
季
｣

や
ポ
ッ
プ
ス
の
メ
ド
レ
ー
な
ど
の
肇
演

奏
の
他
､
お
等
の
十
七
絃
に
つ
い
て
こ

ど
も
た
ち
に
わ
か
り
や
す
-
紹
介
す
る

な
ど
､
こ
ど
も
た
ち
は
興
味
深
そ
う
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
｡

第
2
部
で
は
､
洋
楽
の
横
内
桂
子
氏

(
ソ
プ
ラ
ノ
)
､
黒
田
真
琴
氏
(
オ
ー
ボ

エ
)
､
大
橋
俊
希
氏
(
ギ
ク
工
　
が
出

演
｡
｢
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
｣
　
や
と
な
り

の
ト
ト
ロ
よ
り
｢
さ
ん
ぽ
｣
な
ど
､
こ

ど
も
た
ち
に
馴
染
み
の
あ
る
曲
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
｡
ま
た
'
曲
の
合
間
に
は
､

実
際
に
ギ
タ
ー
に
触
れ
て
演
奏
を
体
験

す
る
場
面
も
あ
り
'
こ
ど
も
た
ち
は
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
｡

2
6
日
歯
の
公
演
は
､
富
山
市
立
東
部

小
学
校
で
行
わ
れ
'
第
1
部
は
､
富
山

県
詩
吟
剣
舞
連
盟
の
渋
川
流
剣
詩
舞
遺
･

聖
慧
会
他
､
富
山
県
壮
吟
会
､
富
山
岳

風
会
､
富
山
岳
友
会
に
よ
る
演
舞
と
吟

詠
｡
｢
立
山
を
望
む
｣
､
｢
九
段
の
桜
｣

や
｢
荒
城
の
月
｣
な
ど
を
披
露
し
､
荘

厳
な
舞
台
を
展
開
し
ま
し
た
｡

第
2
部
の
富
山
県
日
本
舞
踊
協
会
と

富
山
県
邦
楽
協
会
の
合
同
公
演
で
は
'

｢
長
唄
　
浦
島
｣
や
｢
長
唄
　
連
獅
子
｣

な
ど
を
上
演
｡
邦
楽
の
地
方
に
あ
わ
せ

て
華
麗
な
舞
い
が
披
露
さ
れ
'
集
ま
っ

た
観
客
た
ち
を
惹
き
つ
け
て
い
ま
し
た
｡

2
0
1
1
年
こ
と
も
が
措
い
た
干
支

の
絵
展
覧
会

1
月
1
4
日
圏
-
1
月
1
6
日
㈲

㈹
大
谷
芸
術
交
流
館

第
日
回
と
や
ま
青
少
年
伝
統
芸
能
祭

1
月
2
3
日
㈲

富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

第
1
 
0
回
富
山
県
室
内
合
唱
コ
ン
サ
-
卜

2
月
日
日
㈲

富
山
市
婦
中
ふ
れ
あ
い
館

浅
岡
洋
平
チ
ェ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

2
月
1
3
日
㈲

立
山
町
民
会
館
　
大
ホ
ー
ル

川
染
正
嗣
ピ
ア
ノ
公
開
レ
ッ
ス
ン
～

第
2
8
回
富
山
県
青
少
年
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
課
題
曲
よ
り
～

2
月
1
 
3
日
㈲

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

第
3
 
1
回
富
山
県
写
真
連
盟
展

2
月
1
 
8
日
勧
～
2
月
2
0
日
㈲

富
山
県
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
C

春
季
邦
楽
演
奏
会

2
月
2
 
7
日
㈲

富
山
市
大
山
文
化
会
館

第
3
6
回
亜
細
亜
美
術
富
山
展

3
月
3
日
㈹
～
3
月
6
日
㈲

富
山
県
民
会
館
美
術
館
A
､
B
'

c
t
 
D
室

第
2
5
回
富
山
県
社
会
人
吹
奏
楽
フ
エ

テ
ィ
パ
ル

3
月
1
 
3
日
脚

オ
ー
バ
ー
ド
･
ホ
ー
ル

学
校
法
人
富
山
音
楽
院
　
第
6
 
1
回
定

期
コ
ン
サ
ー
ト

3
月
1
3
日
㈲

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

●

創
立
6
0
周
年
記
念
　
富
山
県
書
道
連

盟
展
　
｢
心
の
響
き
･
今
｣

3
月
1
 
9
日
出
-
3
月
3
0
日
的

富
山
県
民
会
館
美
術
館
･
地
下
展
示
室

平
成
2
2
年
度
㈲
日
本
民
謡
協
会

｢
民
謡
民
舞
富
山
県
連
合
大
会
｣

｢
民
謡
民
舞
少
年
少
女
大
会
｣

3
月
2
 
7
日
脚

砺
波
市
文
化
会
館

第
1
 
0
回
佐
々
木
洋
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ

タ
ル4

月
3
日
侶

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
刺
繍
萌
絵
会
　
刺
繍
展

｢
あ
り
が
と
う
｣

4
月
8
日
幽
～
4
月
日
日
㈲

富
山
県
民
会
館
美
術
館

第
4
回
グ
ル
ー
プ
楓
　
挙
曲
演
奏
会

4
月
1
0
日
㈲

富
山
県
教
育
文
化
会
館

東
京
西
講
談
研
究
会
　
第
5
回
高
岡

講
談
会

4
月
1
 
7
日
㈲

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
　
多
目

的
ホ
ー
ル

池
坊
高
岡
支
部
　
7
0
周
年
記
念
花
展

4
月
2
2
日
㈲
～
4
月
2
5
日
脚

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

第
4
2
回
日
展
富
山
展

4
月
2
3
日
出
～
5
月
1
5
日
㈱

富
山
県
民
会
館

第
4
回
冨
山
芙
蓉
吟
詠
会
吟
道
大
会

4
月
2
4
日
㈲

富
山
市
民
プ
ラ
ザ
　
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
ホ
ー
ル

無
声
映
画
｢
生
れ
て
は
み
た
け
れ
ど
｣

上
映
会

5
月
8
日
旧

富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●

第
1
 
9
回
ミ
レ
ー
友
好
協
会
北
陸
展

(
全
国
一
般
公
募
)

5
月
1
 
9
日
㈹
～
5
月
2
2
日
㈲

富
山
県
民
会
館
美
術
館

嵯
峨
御
流
華
道
富
山
春
陽
司
所
4
0
周

年
華
展

5
月
2
 
1
日
出
-
5
月
2
2
日
㈲

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
　
多
目

的
ホ
ー
ル

創
立
7
0
周
年
記
念
　
富
山
県
工
芸
作

家
連
盟
展

6
月
1
 
7
日
幽
～
6
月
2
7
H
㈲

富
山
県
民
会
館
美
術
館

山
岸
桐
吾
　
4
t
h
コ
ン
サ
ー
ト

6
月
1
 
9
日
㈲

富
山
市
民
プ
ラ
ザ
　
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
ホ
ー
ル

第
5
0
回
記
念
日
本
現
代
工
芸
美
術
展

富
山
展

創
立
5
0
周
年
記
念
第
6
回
現
代
工
芸

美
術
家
協
会
富
山
会
公
募
展

6
月
3
0
日
㈹
～
7
月
6
日
㈹

富
山
県
民
会
館

林
美
禰
子
先
生
　
追
悼
コ
ン
サ
ー
ト

7
月
1
7
日
㈲

新
川
文
化
ホ
ー
ル
　
大
ホ
ー
ル

｢
第
4
回
現
代
ガ
ラ
ス
大
賞
展
･
冨
山

2
0
1
1
｣

8
月
2
6
日
働
-
9
月
2
5
日
榔

冨
山
市
民
プ
ラ
ザ
　
ア
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー

宝
生
流
教
授
嘱
託
会
高
岡
支
部
会
員

研
修
会

1
0
月
8
日
山

新
利
賀
山
房

第
日
回
佐
々
木
洋
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ

タ
ル1

0
月
2
9
日
用

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル


